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■大会第１日目

　今年のスモールドッグチャンピオンシップの注目は何と言っても史上初

の３連覇がかかる上川成年＆LUKE チーム。トップとの差４ポイント予

選３位につける。

　そんな LUKE を抑え予選トップに立ったのは三ヶ田鈴香＆サード。１

ポイント差の２位には鎌田義明＆リッツがつける。

　迎えた決勝では地元奈良の声援を受けた藤田浩子＆マイロが追い上

げるも届かず。結果３連覇のかかる LUKE とリッツの優勝決定戦に。

　先行のＬＵＫＥが思うようにポイントを伸ばせずに終了すると、リッ

ツは確実にポイントを重ね見事優勝！LUKE の３連覇を止め九州にチャ

ンピオンの称号を持ち帰りました。

　さらに愛犬と息の合ったコンビネーションで競われたフリーフライト

Ｄー１ＭＡＸチャンピオンシップも行われ、時折強い風に見舞われ本来

の演技が出来ず、各チームが苦しむ中「0.09」差という大接戦を制し

た澤幹子＆AILA チームが５度目のチャンピオンに輝きました。

　今年度から新設されたユースオールカマーでは全国を７つにわけた各

リージョンでノミネート選手が選出され、個人の部で優勝した中村優斗

＆Charo チームが翌日行われるグランドチャンピオンシップに進出しま

した。

　団体の部では兵庫県が優勝、シニアドッグの部では深谷浩之＆九十

九が接戦を制しチャンピオンに輝きました。

　ペアの部では年に一度のお祭りを楽しむかのように、各チーム各々の

コスプレを披露し会場を沸かせました。

■大会第 2 日目

　今年のレディースチャンピオンシップは稀に見る大混戦となりました。

ボーダーライン上になんと１０チームが並ぶ大混戦！

　そんな中予選トップに立ったのは 2014 年のチャンピオン高橋純代＆

Iris チーム。しかし２位との差はわずか４ポイントと、気の抜けない展

開に。

　多くの東日本のチームが決勝進出する中、九州の２チームも健闘する

も上位には届かず。そして残り１チームとなったところで３チームが同ポ

イントで並ぶ事態に。

　そして最後に登場した高橋純代＆Iris チームは決勝でビッグポイント

の３６ポイントを叩き出し見事２度目の女王の座に上り詰めました。

　ここ数年の中で一番のコンディションの中スタートしたグランドチャン

ピオンシップの予選ラウンドは序盤からハイスコア続出のスタートにな

りました。

　まず口火を切ったのは初出場の高木のどか＆ロビン。ロング５本を

きっちり決めて 40Ｐを叩き出しました。

　最終第３ピリオドに入る年間ランキング上位のチームも負けじと応戦。

木田伸弥＆Jewel チームが 43Ｐでトップに立つと、2014 年のグランド

チャンピオン福尾光一＆GOKOO チーム、さらには島本圭悟＆Lark チー

ムも 40Ｐで続き、２年連続チャンピオンを狙う小西由知＆dynaMite

Guy チームも 36Ｐと連覇に向けて射程圏内にとらえました。

　第２ラウンドに入ると向かい風に変わり選手が苦しめられます。そん

な中、西山哲也＆陽向チームが合計 68Ｐで決勝へ。結果としてこのポ

イントがボーダーラインになるレベルの高い争いとなりました。

　高木のどか＆ロビンも強気の攻めで予選を２位通過。そしてランキン

グ上位がひしめく第３ピリオドからは６チームが決勝へ。

　第１ラウンドトップに立った木田伸弥＆Jewel が予選を４位で通過する

と 2016 年の新人賞に輝いた吉澤憲一＆そらチームが勢いそのままに予

選を７位で、そしてサウスポーでベテランの山本浩隆＆リンダチームが

予選を５位で通過。そして２年ぶりのチャンピオン戴冠を目指す福尾光

一＆GOKOO が予選をトップで通過しました。さらには昨年決定戦の末

惜しくも優勝を逃した福本義裕＆純チーム、さらにはシリーズ戦４勝を

挙げた「新・シリーズハンター」湯本智＆ルディ・エクレールが決勝へ

と駒を進めました。

　連覇を狙った小西由知＆dynaMite Guy はミスが響きここで夢が潰え

ました。

　迎えた決勝。堅実なプレーで予選８位通過の西山哲也＆陽向チーム

が合計 100Ｐでトップに立つ。しかし昨年のリベンジを誓う福本＆純が

108Ｐを出しトップに。

　その後高木のどか＆ロビンは 100Ｐで一歩及ばず。最後に登場した福

尾＆GOKOO は１投目をミスするものの巻き返して 108Ｐで終了。2014

年のチャンピオンと昨年のリベンジに燃える両チームによる決定戦とな

りました。

　先行の福本義裕＆純がパーフェクトで 32Ｐを出せば、後攻の福尾光

一＆GOKOO はこちらもパーフェクトで 34Ｐ！ 見事２年ぶりにグランド

チャンピオンに輝きました！

　一方、２年連続で決定戦の末敗れた福本義裕＆純チームには勝利の

女神は微笑みませんでした。

　史上初、２度目のチャンピオンに輝いた福尾光一＆GOKOO チーム！

新たな歴史の幕開けとなりました。

今年で 23 回目を迎えたフリスビードッグ日本一決定戦、 JAPAN 

FINAL 2016 が 10 月 29・30 日の二日間、 奈良県橿原市運動公

園で開催され、 両日とも天候に恵まれ最高のコンディションの中、

熱い戦いが繰り広げられました。

Report
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Winner’s Comment各部門優勝者コメント

　スタッフの皆様、参加された皆様、そ

して、応援やサポートしてくださった皆

様、1 年間ありがとうございました。お

疲れ様でした。

　フリスビードッグを始めて、昨年のファイ

ナルは一番悔しく、心に残るファイナル

で、忘れられなく、1 年間戦ってきました。

　それも、自分のせいで、GOKOO には、

何も言えず、苦しかったです。

　スローも安定しない日々が続いたりで、悩んだりしながらのファイナ

ル、まずは、パーフェクトスローを心がけて投げました。目標にしてい

た決勝進出できた瞬間、去年の決勝がよぎりました。後は自分を信じ

て、GOKOO を信じて、コートに入りました。

　そして、GOKOO がもう一度、日本一をプレゼントしてくれました。

これからも（GOKOO）宜しくね。

　こんな成績が残せるのも、家族、そして今まで応援してくださった方々

が、力になり、頑張ることが出来ました。本当に感謝しています。来

年も頑張りますので、これからも GOKOO 共々、宜しくお願い致します。

2016年度 グランドチャンピオン

福尾光一 ＆ GOKOO

　決戦前夜から降り出した雨。悪夢がよ

ぎる。我が家のリッツは、大の道悪嫌い。

ここ数年、グラウンド状態に泣かされ続けてきました。朝起きると雨

は上がり、これまでにない天気に「よし今年こそは」と気合が入りま

した。

　今期も関西、そして初のつくばへと遠征を経験したからか、特別緊

張する事もなく平常心で投げられた気がします。

　決勝は私以外は皆決勝経験者。リッツを信じ、キャッチさせること

だけを考え、集中できました。同点エクストラも相手は 3 連覇の懸かっ

た王者ですし、負けて当然と思えたのが良かったのだと思います。

　今回の優勝はリッツの頑張りもですが、支えてくれた家族、JFA 九

州地区、全国の小型犬の仲間の皆様の応援があったからだと感謝して

います。本当に有難うございました。

　今後は追われる立場、まだまだ課題も多いリッツですが、良いプレー

ができるように頑張っていきたいと思います。

2016年度 スモールドッグチャンピオン

鎌田義明 ＆ リッツ

　JAPANFINAL2016 お疲れ様でした。

　はじめ、家族の付き添いだった私も気

が付けば 8 回目の出場。相棒の Iris も 10 歳になってしまいました。

　今年は、Iris の年齢も年齢だし最後のファイナルになるかもしれない。

覚悟を決めて参加したファイナルでした。

　当日の朝は、不思議と緊張もなく穏やかに迎えられました。途中、

ちょっとしたアクシデントがあり、元々不調だった腰痛が悪化しました

が、何とか乗り切って決勝進出することが出来ました。

　色々あったファイナルでしたが、最高の結果で 2016 シーズンを終え

ることが出来ました。

　スタッフの皆様、応援してくれた仲間、家族。当日サポートしてくれ

た方々。本当にありがとうございました。新シーズンもよろしくお願い

致します。

2016年度 レディースチャンピオン

高橋純代 ＆ Iris
　2016 年お疲れ様でした。

　2016 年は自分にとってはとても厳しい

シーズンでした。自身の怪我の事もあり、練習もままならない状態で、

ファイナルを迎えましたが、AILA の頑張りにより優勝することができ

ました。

　えちご川口から７度ファイナルに参戦させて頂き、５度優勝出来たの

は AILA のお陰だったと思います。

　AILA ももう八歳、これからは無理なく楽しく演技したいと思います。

　山田会長はじめスタッフの皆様、応援して頂いている友人や家族にこ

の場をお借りして感謝致します。

　2017 年はもう始まりましたが、今期も楽しく演技したいと思います。

有難うございました。

2016年度 フリーフライトＤ-1ＭＡＸチャンピオン

澤 幹子 ＆ AILA
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第23回 GRAND CHAMPIONSHIP
ジャパンファイナル2016 in 奈良橿原

　ユースオープンの時から Charo と一緒

に出場してきました。二年前のジャパン

ファイナルでは年間チャンピオンになる

ことができました。しかしプレーでは自

分の実力を発揮することができずに悔し

い思いをしました。

　しかし、私は翌年から高校生になり土曜日に入ってきてしまい大会に

出場することが少なくなってしまいました。

　二年生になり今年はファイナルに出場するという意気込みで何とかし

て時間をやり繰りし大会に出場して、なんとか出場権を得ることがで

きました。

　ファイナル当日は、今までほとんど経験したことのない強風の中、

1R・2R ともに落ち着いてプレーすることができました。決勝ラウンド

では緊張していましたが、皆さんの応援に力をもらい、優勝するという

夢が叶いました。

　様々な人に出会い、アドバイスや励ましをもらうことで、人間的に成

長できて、フリスビーを続けてきて良かったです。今まで支えて頂いた

皆様ありがとうございました。そして、Charo ありがとう！

2016年度 ユースオールカマー日本一決定戦チャンピオン

2016年度 ユースオールカマー第1リージョンリージョナルチャンピオン

中村優斗 ＆ Charo
　TIGA の子供達も 7 歳になったので、

シニアに出てみました。自分とディスク

で遊べるワンは現在 4 ピキ、オープンに出ると費用的に恐ろしい事に

なってしまいます。5k円 ×4 ピキ ×60 大会＝120 諭吉です。経済的に

そんなことは無理なので、少ない回数でファイナルに臨める競技

は？？？ ユースとシニアです。ここ数年はユースに出ていたのですが、

入賞するたびにルールが変わり出れなくなりました。

　今年は、ユースには天功だけが出場。残りの 3 ピキは、７歳の誕生

日を待ってシニアに出場です。3 ピキ出れば、誰れか決勝には出れるだ

ろうと気楽な気持ちで出場。大きな大会で雰囲気の違いが分かるよう

で、χと九十九は特に興奮して手元が悪く、いつものゲームができませ

んでした。

　決勝を投げ終わり、一応エクストラに備え、集中していると、トップ

通過の方の綺麗なスローが見えました。終わったなと思ったら、赤旗

のコールが！ タナボタですが優勝を頂きました。

2016年度 シニアドッグの部チャンピオン

深谷浩之 ＆ 九十九

　チャレンジ大会の頃の「さんご」は手

元に戻って来ない、場外脱走する、競技

中のおしっこタイムなど、大丈夫？ちゃんとやっていけるのと心配しま

したが、いただいたアドバイスを自分なりに試したところ、1 歳になっ

た 8 月にやっとフリスビードッグらしくなってきました。

　9 月、10 月の競技会 & ファイナルでもよく頑張ってくれました。「さ

んご」、本当にありがとう、いい子になったね。

　ユースオールカマーで多くの方と知り合いになれたことも、とても良

かったです。

　最後に JFA スタッフの皆さん、どうもありがとうございました。これ

からもよろしくお願いします。

2016年度 ユースオールカーマー団体戦チャンピオン

チーム 兵庫

岡本行央 ＆ さんご
　JFA に参加して早くも 17 年経ちました。

　小学生の頃にお父さんと出たジャパンファイナルでの親子ペア大会

優勝以来のペア大会。キャッチセンスの良い dynaMite Guy、2015 年

グランドチャンピオンの由知という家族以外のペアで初めて参戦。途

中、私の妊娠・出産もあり、後半戦なかなか出場出来ず、子供を親に

みてもらい、伸ちゃんに大会に連れて行ってもらい、家族に協力しても

らいながら、一戦一戦全力を尽くし、目標としていた年間ランキング 1

位になることが出来ました。

　ジャパンファイナル当日、独特の空気の中、緊張していた由知と自分。

Guy の助けもあり、目標としていたペア大会 チャンピオンになることが

出来ました。

　毎回後ろで指示・応援してくれた優子りん、伸ちゃん、お父さん。り

いちゃんの面倒を見てくれたお母さん。いつも大会についてきてくれる

さら、あおちゃん。ありがとう。　　　　　　　　　　　（木田和歌）

2016年度 ペアの部チャンピオン

ペアの部 年間チャンピオン

小西由知・木田和歌
 ＆ dynaMite Guy
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Winner’s Comment各部門優勝者コメント

順位 氏　 名 犬　 名 犬 　種 ポイント

順位 氏　 名 犬　 名 犬 　種 ポイント

順位 氏　 名 犬　 名 犬 　種 ポイント

順位 氏　 名 犬　 名 犬 　種 ポイント

■ グランドチャンピオンシップ

 1位 福尾　光一 GOKOO NZヘディングドッグ 108※1

 2位 福本　義裕 純 ボーダーコリー 108※1

 3位 西山　哲也 陽向 ボーダーコリー 100※2

 4位 高木のどか ロビン ボーダーコリー 100※2

 5位 山本　浩隆 リンダ ボーダーコリー 97

 6位 吉澤　憲一 そら ボーダーコリー 96

 7位 湯本　　智 ルディ・エクレール ボーダーコリー 94

 8位 木田　伸弥 Jewel ボーダーコリー 90

■ レディースチャンピオンシップ

 1位 高橋　純代 Iris ボーダーコリー 92 

 2位 三五　祐子 KAYLA ボーダーコリー 82※

 3位 角田　綾子 虎次 ボーダーコリー 82※

 4位 石川　恵子 ライヴ ストロングアイ 82※

 5位 宇佐美友美 Sara ウィペット 76 

 6位 小松崎優美 ミア ボーダーコリー 76 

 7位 柏木真理子 PIESPORT ボーダーコリー 76 

 8位 遠山　修子 GENTIL NZヘディングドッグ 72 

 9位 間　　美加 Deep Sky ボーダーコリー 65 

 10位 高橋　純代 maia ボーダーコリー 54

■ スモールドッグチャンピオンシップ

 1位 鎌田　義明 リッツ ミックス 48※

 2位 上川　成年 LUKE パーソンラッセル 48※

 3位 三ケ田鈴香 サード ジャックラッセル 46 

 4位 藤田　浩子 オーティス ジャックラッセル 43 

 5位 古奥やすお そら Wコーギー 31

■ フリーフライトD-1MAX

 1位 澤　　幹子 AILA ボーダーコリー 57.47

 2位 前野　　直 SKY ボーダーコリー 57.38

 3位 間　　美加 Durandal ボーダーコリー 55.02

  

順位 氏　 名 犬　 名 犬 　種 ポイント

順位 氏　 名 犬　 名 犬 　種 ポイント

■ ユースオールカマー日本一決定戦

 1位 中村　優斗 Charo ボーダーコリー 85

 2位 山口　朋孝 アミュレット ボーダーコリー 76

 3位 東　　修司 オレオ ボーダーコリー 68

 4位 岡山　伸一 Emma ボーダーコリー 63

 5位 安心院創一郎 viec ボーダーコリー 60

■ シニアドッグの部チャンピオン決定戦

 1位 深谷　浩之 九十九 ウィペット 76

 2位 西前　　誠 SUN ボーダーコリー 72

 3位 松尾　英行 こなつ ボーダーコリー 63

 4位 石川喜久男 リンク ボーダーコリー 63

 5位 深谷　浩之 Ｘ ウィペット 62

 6位 菅野欣一郎 グラム ボーダーコリー 58

■ ペアの部チャンピオン決定戦

№ 氏　 名 犬　 名 犬 　種 出身地順位 氏　 名 犬　 名 犬 　種 ポイント

  木田　和夏
 1位  dynaMite Guy ボーダーコリー 75
  小西　由知

  吉武まな美
 2位  SOL ボーダーコリー 68
  四方田　竜

  高橋　未夢
 3位  鬼平 Ｗシェパード 66
  今井　照明

  槌谷　　舞
 4位  GOKOO NZヘディングドッグ 66
  福尾　光一

  岩田　典代
 5位  未来 ミックス 48
  北川　日和

  小西　優子
 6位  Rockりきゅう ボーダーコリー 46
  仲本　和弘

JAPAN FINAL 2016 リザルト（決勝進出者のみ）

全リザルトは、ホームページで
公開中です。
http://www.frisbeedog.jp/japanfinal2016.aspx

※ は、エクストララウンドにて順位決定

※ は、エクストララウンドにて順位決定

※ は、エクストララウンドにて順位決定
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　シーズン 2016 お疲れ様でした。

　暑い日寒い日、悪天候な時もスタッフの

皆様のおかげで 2016 年シーズン楽しく大会に参加できた事心から感謝

しています。

　2016 年は、シーズン 2015 の時よりプレッシャーが一段と高い壁にな

り、なかなか思う様にならず四苦八苦しながらの一年でした。

　自分のスローがダメな時、いつもカバーしてくれた dynaMite Guy。

　本当にありがとう！

　シーズン 2017 年は、新しい目標へと楽しく CHALLENGE しようと

思います。Guy これからもヨロシクね！

　最後にＪＦＡスタッフの皆様、参加者の皆様シーズン 2017 も宜しく

お願い致します。

2016年度 年間シリーズチャンピオン

小西由知 ＆ dynaMite Guy

　ずっと夢だったファイナルの舞台。「今

シーズンこそは必ず！」と意気込んで挑

んだシーズン 2016。まさかこんな最高の形で夢が叶うとは思いもしま

せんでした。

　振り返れば、長かった、辛かった！そして、楽しかった…。本当にこ

の一年は、色々な感情が盛り沢山な毎日でした。それでも終わってみ

れば、すべてが良い思い出です。

　雨の日も風の日も、酷暑の日も、一生懸命走ってくれた秋風、あり

がとう。

　共に競い合いながらも、友情を育んでくださった素晴らしいライバル

達に、感謝。

　そして何より、いつも側にいて、技術も心も支えてくれた友人達に、

心からのありがとうを…。

2016年度 年間レディースチャンピオン

鮫島直美 ＆ 秋風

　ジャパンファイナルは回を追うごとに

楽しくなる。それは知り合いや仲間が増

えるからです。そして同じ顔ぶれや遠征の時に会える方、ファイナルの

年一回だけ会える方と様々ですがフリスビードッグ競技を通じてすぐに

打ち解け笑って話が出来る。今回も前回以上に楽しいファイナルでした。

　しかし年間スモールチャンプとしてまた、３連覇のかかったファイナ

ルでしたが惜しくも優勝を逃してしまいました。悔しくもありますが今

の実力と受け止め初心に戻ってまた一から積み上げていきたいと思いま

す。

　いつもこのような楽しい場を提供してくださる協会やスタッフの方々

には感謝申し上げます。ありがとうございます。

　そしてみなさんにはいつもルークチームを応援して頂き誠にありがと

うございます。これからも応援よろしくお願い致します！

2016年度 年間スモールドッグチャンピオン

上川成年 ＆ LUKE

　2015 年 9 月 7 日生まれの biscuit。我

が家の venus に、群馬のフィールドグロー

リー犬舎・田中安夫さんご所有のクレバーを交配してもらい誕生したラ

ブラドールレトリーバーの♀です。

　生後 6ヶ月をすぎた2016 年 3月にレトリーブでデビュー。その後、チャ

レンジ、ユースへとステップアップしてきました。ディスクもボールもお

もちゃも大好きな子で、持って帰ってきたときにジャンプして私に飛び

ついてくるのが特徴です。

　成長するにつれて、飛びつきが飛距離と高さと威力を増し、最近で

は飛び蹴りに近くなってきました。股間や腹部に強烈な一撃をくらうこ

ともしばしばですが、うまく防御しつつすばやくディスクの受け渡しが

できるように日々練習を積んでいきたいと思います。

　諸般の事情でたまにしか出場できませんが、2017 年シーズンも

biscuit とすごす時間を楽しみつつ、チームとして成長していきたいと

思います。よろしくお願いします。

ユースオールカマー 第２リージョン

リージョナルチャンピオン

岩村康一朗 ＆ biscuit

　仕事の都合でフリスビードッグの世界

から 5 年弱離れていましたが、何とか仕

事の都合がつき今シーズンから復帰することが出来ました。そんな折、

今シーズンからユースオープンがユースオールカマーとしてリニューアル

されるということで、RIN とユース、RAY とシニアでファイナル出場を

目標に大会に参加することにしました。

　詳しいルールも分からないまま、爆発力もないのに安定感だけで第５

リージョンの年間ポイント 1 位になり、運だけでチャンピオン決定戦を

勝つことができました。

　ジャパンファイナルでは不甲斐無い成績に終わりましたが、東さんと

オレオのペアのおかげで団体戦３位になることができました。

　次期シーズンは仕事の都合でほとんど参加することができませんが、

本当に充実した１年を過ごすことができ、感謝の気持ちでいっぱいです。

　本当にありがとうございました。

ユースオールカマー 第５リージョン

リージョナルチャンピオン

梅田浩一 ＆ RIN

　今年度から新しく様変わりしたユース

オールカーマ選手権。

 ジャパンファイナル選手権との繋がりが、ルール上何となく分かる様な

分ら無い様な雰囲気で、リージョナルチャンピオン決定戦にエントリー。

　富山、石川、新潟と、よく大会会場で一緒に成るフリスビー仲間と

地元富山での参戦でした。

　ここで１歳６か月の若いラブラドールの笑みとのチームで優勝でき、

表彰式では 20 年近いフリスビー人生で初めて優勝カップをいただき、

久しぶりに興奮いたしました。

　今期もまた老体にムチを入れ若い笑みとのチームでよい成績を残せる

ように頑張りたいと思っていますので宜しく。

ユースオールカマー 第３リージョン

リージョナルチャンピオン

本郷雅英 ＆ 笑み
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年間チャンピオンコメントChampion’s Comment

　アミちゃん！素敵な経験をさせてくれ

てありがとう。

　アミュレットを家族に迎えることにしたのは、嫁さんが「どうしても

この子を迎えたい」と言い出したからです。

　ボーダーコリーは３頭目なのですが、この犬種ってこんなんだった？

と考えさせられるほど、先住犬とはまったく違う性格でした。

　天真爛漫すぎ、自由奔放すぎで、悩んだ日もありましたが、アミュレッ

トの明るさに、先住犬も明るく元気になりました。

　《家族の皆を笑顔に変えてくれる》不思議な魅力のある子です。

　フリスビーは、練習をしてもなかなか気持ちが伝わらず、家族皆でア

ミュレットとの関係を深めながら、時間をかけて練習をしてきました。

　この一年を通してユースオールカマー第 6 リージョナルで結果を残せ

て、アミュレットの成長を感じました。

　今後ともよろしくお願いします。

ユースオールカマー 第６リージョン

リージョナルチャンピオン

山口朋孝 ＆ アミュレット
　昨年 2015 年 11 月にエマは誕生いたし

ました。

　最初はチャレンジで参戦していましたが、2016 年ジャパンファイナル

に行ける愛犬がおらず、急遽ステップアップしてユースオールカマーに

参戦した所、順調にポイントを重ねて第 7 リージョントップ。ユースオー

ルカマーチャンピオンシップでも見事優勝いたしました。

　おかげでジャパンファイナルにも出場でき、決勝まで進む事が出来

ました。

　これも全てエマのおかげだと思います。

　2017 年はさらにステップアップしてオープンでファイナルを目指して

いきたいと思います。2016 年九州で応援してくれた皆さまジャパンファ

イナルで応援してくれた皆さまありがとうございました。

　2017 年もよろしくお願いします。

ユースオールカマー 第７リージョン

リージョナルチャンピオン

岡山伸一 ＆ Emma

■ 第1リージョン リージョナルチャンピオン

 ユース 中村　優斗 Charo ボーダーコリー 宮城県

 チャレンジ 石川　昭人 モカ ボーダーコリー 青森県

 スモール 宮木　里菜 ＥＬＦ シェルティ 青森県

 レトリーブ 佐々木民雄 ひな パピヨン 宮城県

 OP 北條美彩子 ノエル ボーダーコリー 岩手県

 SD 押切よし子 菜々 柴犬 山形県

 SS 佐々木民雄 莉央 パピヨン 宮城県

 ■ 第2リージョン リージョナルチャンピオン

 ユース 岩村康一朗 biscuit ラブラドール 栃木県

 チャレンジ 吉澤　憲一 りく ボーダーコリー 東京都

 スモール 高城　幸紀 クッキー 柴犬 神奈川県

 レトリーブ 田崎　耕作 venus ラブラドール 栃木県

 OP 谷　栄一郎 ココ ウィペット 神奈川県

 ■ 第3リージョン リージョナルチャンピオン

 ユース 本郷　雅英 笑み ラブラドール 富山県

 チャレンジ 二宮　三樹 サンタ ボーダーコリー 新潟県

 レトリーブ 佐藤志都子 ロック ボーダーコリー 富山県

 ■ 第4リージョン リージョナルチャンピオン
 ユース 亀井　伸介 Lepton ボーダーコリー 三重県

 ユース 亀井　伸介 Lepton ボーダーコリー 三重県

 チャレンジ 三浦　昭二 小梅 ボーダーコリー 三重県

 スモール 山本　靖子 モモ ミックス 愛知県

 レトリーブ 伊藤　嘉信 すぐり ボーダーコリー 岐阜県

 キッズ 伊藤　颯真 しおん ボーダーコリー 岐阜県

    

住所犬　種犬　 名氏　名競　技

住所犬　種犬　 名氏　名競　技

住所犬　種犬　 名氏　名競　技

住所犬　種犬　 名氏　名競　技

住所犬　種犬　 名氏　名競　技

住所犬　種犬　 名氏　名競　技

住所犬　種犬　 名氏　名競　技

 ■ 第5リージョン リージョナルチャンピオン

 ユース 梅田　浩一 RIN ラブラドール 大阪府

 チャレンジ 松村　美保 LEO ボーダーコリー 大阪府

 スモール 北田　妙子 ひな ジャックラッセル 大阪府

 レトリーブ 團野　美佳 Woo ラブラドール 大阪府

 SD 山下　佳秀 次男坊マロン ミックス 大阪府

 ■ 第6リージョン リージョナルチャンピオン

 ユース 山口　朋孝 アミュレット ボーダーコリー 兵庫県

 チャレンジ 上田　昌二 雫 ボーダーコリー 兵庫県

 スモール 福原　芳郎 来夢 ジャックラッセル 兵庫県

 レトリーブ 辻元　敏宏 アリオン フラットコーテッド 兵庫県

 OP 大杉　幸司 咲 チェサピークベイ 兵庫県

 キッズ 井場　修太 レオン ボーダーコリー 兵庫県

 ■ 第7リージョン リージョナルチャンピオン

　ユース 岡山　伸一 Emma ボーダーコリー 鹿児島県

第 1 リージョン 北海道 ／ 青森県 ／ 秋田県 ／ 岩手県 ／ 山形県  
宮城県 ／ 福島県

第 2 リージョン 栃木県 ／ 茨城県 ／ 千葉県 ／ 埼玉県 ／ 東京都
 神奈川県

第 3 リージョン 群馬県 ／ 新潟県 ／ 富山県 ／ 石川県 ／ 福井県
長野県 

第 4 リージョン 山梨県 ／ 静岡県 ／ 愛知県 ／ 岐阜県 ／ 三重県

第 5 リージョン 滋賀県 ／ 京都府 ／ 奈良県 ／ 和歌山県 ／ 大阪府

第 6 リージョン 兵庫県 ／ 鳥取県 ／ 島根県 ／ 岡山県 ／ 広島県
香川県 ／ 高知県 ／ 徳島県 ／ 愛媛県

第 7 リージョン 山口県 ／ 福岡県 ／ 佐賀県 ／ 長崎県 ／ 大分県
熊本県 ／ 宮崎県 ／ 鹿児島県 ／ 沖縄県

REGIONAL CHAMPION 2016
CHALLENGE CUP ＆ ユースオールカマー選手権
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2016年度シリーズを支えてくださったみなさま

ファーストチョイス

これさえあれば始められる！ JFAオフィシャルグッズ

Wham-O社製 フリスビー 日本製 Mサイズ・ディスク 布製ディスク Nunosbee ロングリード

JFA-SHOPPING
http://frisbeedog.co.jp/hp-data/shop/

※フリスビーはWham-O社の登録商標です


